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はじめに 

 下関市では、平成２７年１月に「下関市住民自治によるまちづくりの推進に関する条例」

が施行され、本市が進める地域内分権の一つである「住民自治によるまちづくり」について

明らかにするとともに、各地区のまちづくり協議会の設立をはじめ、市民と地域と行政が互

いの役割と立場を尊重するまちづくりを推進してまいりました。 

 平成２８年度には、市内全１７地区でまちづくり協議会が設立され、現在、各地区におい

て、地域の力を生かし、身近な地域課題の解決や地域活性化に向けた取組が進められていま

す。 

この事例集では、令和元年度に、市内１７地区まちづくり協議会で実施された活動の一部

を紹介しています。本市の特色ある活動を市民の皆様や市外、県外に向けて発信するととも

に、各地区まちづくり協議会が情報を共有し、新しい事業に取組むきっかけや、既存事業の

充実を図るための参考としてご活用いただければ幸いです。 
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～まちづくり協議会認知度アップ事業～ 

ﾎｰ ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://chuto-machikyo.net/ 

  ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ jimukyoku@chuto-machikyo.net 

【協議会 概要】  

◆設立年月日  平成 27年 10月 6日  

◆事  務  所  〒750-0005 下関市唐戸町4番 1号 カラトピア５階 

☎／📠 ：083-250-8380 

◆地域の状況 （人口） 22,755 人 （世帯数） 12,473 世帯 （R1.10.1 現在） 

（中学校区）日新中学校・名陵中学校 （面積）7.77 k ㎡ 

◆設 置 部 会  ▪総務部会 ▪健康福祉部会 ▪環境・防災対策部会 

▪子育て・青少年育成部会 ▪地域づくり部会 

◆活動の概要   ▪広報紙の発行 ▪ホームページの維持・管理 ▪サロンの開催 

▪図上訓練の実施 ▪防火防災教室 ▪子育て活性化行事 

▪困りごとお助け隊の普及 ▪遊休農地活用事業  他 

【活動のきっかけ】 

【活動の成果と今後の展開】 

自治連合会によって、まち協の活動に対する温度差があり

ますが、一枚岩になるよう懇談会を更に進めていきます。 

少子高齢化により地域で出来なくなった行事を、まちづくり

協議会で出来れば良いと考えています。 

【活動内容】 

令和２年 1月 24 日と 2 月 29日に、地域内の 11自治

連合会長さんに声を掛け実施。これまでの活動動画と地区

計画策定書の概要版を示し、中東地区まちづくり協議会の

運営・活動について忌憚のない意見を交わすほか、認知度

のアップと参加意識の高揚についても意見交換をしました。 

【活動のきっかけ】 

ドリームシップの運営委員を兼任して

いる中東まち協の役員さんから、沢山

の人が集まる”ドリームシップ祭り”に

「まち協ブース」を設けて、活動を PR

したらどうかという意見が出たことに

より、今回初めてブースを開設し参加

しました。 

【活動内容】 

令和元年 10月 19 日 

生涯学習プラザ１階入口付近に「まち協 PR ブース」を。 

①北浦街道まち興しの写真をパネルに展示。 

②モニター用テレビでホームページなど活動内容を放映。 

③綿菓子とフランクフルトを収益無しの実費で販売。 

子どもたちに好評を得ました。 

【活動の成果と今後の展開】 

中東地区まちづくり協議会の活動を PR することで、認知

度アップの効果が得られました。次年度もまた参加していく

と同時に、更に活動を広げて、小中学校や地域の文化祭に

もまち協ブースを設置していこうと考えています。 

【事例 2】 
まちづくり懇談会開催 

【事例１】 
第１０回ドリームシップ祭りにてブース開設 

次世代を担う若手の参加、運営・活動の弾力性、１１自治

連合会の横の連携、まち協への関心を高める為に実施し

ました。 
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【活動のきっかけ】 

地域内の遊休農地(耕作放棄地)活用を平成２８年度に発案・提案し、開園しました。 

作物の栽培を通じ、 

①地域内の体験交流の場作り  

②土を通じて自然とのふれあい・畏敬の念を感じて貰う  

③作物を皆で育てる過程で食に対する思いを子どもたちに 

伝えたい等々といった思いから立ち上げました。 

～遊休農地活用事業～ 

みずみずしくおいしい大根が評判です。 

巨大大根も話題に！？ 

 

～子育て活性化事業～ 

【事例 4】「ホイールチェア・アドベンチャー(車いすでまち探索) 

まちづくりのヒント✍ 

【事例 3】「ふれあい農園」 

①遊休農地活用普及への期待をしています。  

②広範囲の交流の輪ができました。 

③子どもたちに作物の成り立ちを理解してもらう体験は思

い出になると同時に、先々の役に立つのではないかと思って

います。 

今後はスペースを利用し、農園＆フラワーガーデンを考えて

います。来園者に四季折々の花の種まきや野菜の栽培など

を楽しんで頂きたいと願うとともに、多くの人に農園管理に

携わって頂くことで更なる交流の輪が広がることを期待して

います。 

【活動内容】 

植え付け・種まき・生育途中の管理(部会のサポーターに

よる支援)・収穫と合わせ全７回のイベントを実施。 

①サツマイモ…６月植え付け、１１月収穫。  

②ジャガイモ…3 月植え付け、４月芽欠き・土寄せ、６月収穫。  

③大根…９月種まき、1 月収穫。 

【令和元年度来園者】３１２名(内 子ども６８名)  

※平成２８年開園以来のべ 1252 名来園！ 

【活動の成果と今後の展開】 

子どもたちに車いすを体験してもらい、支え・支

え合うことで、優しさ溢れるいたわりの心と、普

段の生活とは違った目線での街の景色を体感

して欲しいとの想いで企画しました。 

【活動のきっかけ】 

【活動の成果と今後の展開】 

多くの子どもたちが参加し、障がい者目線を実感す

ることで街の障害物に関する学習ができ、有意義な

企画でした。 

今後も、子どもたちの健全育成のため、まち協なら

ではの、様々な行事を企画していきたいと思います。 

【活動内容】 

【実施日】令和元年8月５日 

【参加者】大人 24 名・子ども 49 名、計 73 名⇒１０班作成 

【内容】班ごとに順番に車椅子に乗る人・押す人に分かれて国道を渡

り、唐戸商店街を通って、市役所でゴール！ 車椅子を回収後、班長は市

長と歓談を。 その後、全員で市議会議場見学も行いました。最後に市

役所の議会全員協議会室で、各班ごとに体験発表を行いました。 

●部会内外で協働しながら、全員が当事者意識を持ちつつ、地域の人を巻き込んだ活動の検討が重要です。 
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【シンボルマーク策定経緯】 

令和元年度に、歴史や海に囲まれた環境をイメージした 

シンプルなものを題材に、西部地区に所在する小中学校、 

高校に募集をかけ、１４点の応募の中から最優秀賞として選定しました。 

【協議会 概要】  

◆設立年月日      平成 28年 2月 2日  

◆事  務  所  〒750-0065 下関市伊崎町一丁目4番 30号 西部公民館内 

☎／📠 ： 083-250-6455 

◆地域の状況  （人口） 11,748 人 （世帯数） 7,357 世帯 （R1.10.1 現在） 

（中学校区）文洋中学校 （面積）3.25 k ㎡ 

◆設 置 部 会 ▪総務部会 ▪福祉部会 ▪教育部会 ▪安全・安心部会 

◆活動の概要  ▪地域交流事業 ▪広報紙の発行 ▪ｵﾚﾝｼﾞｶﾌｪつづみの運営 

▪「子育て支援」活動 ▪自転車講習会 ▪防災研修会  他 

 

  

  

            

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

午後１時半～午後３時 

毎月第一土曜日開催！ 

NEW 

【活動の成果と今後の展開】 

西部地区の多くの住民が参加していま

す。今後もオレンジカフェつづみは継続し

て行きますが、活動内容についても皆さん

が楽しく参加できる企画を考えていこうと

思っています。 

平均参加者６０名程度 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ https://seibumachi.jimdofree.com/ 

ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ qqsp7hv9k@cap.ocn.ne.jp 

思い出メロディー♪ 

【事例１】オレンジカフェ「つづみ」 

【活動内容】 

【令和元年度 開催日程】 

第22回   4 月 6 日  卓球バレーと茶話会 

第 23回    5 月 11日  音楽で遊ぼう 音楽療法(大きな声で歌い楽しむ) 

第 24回    6 月 1 日 卓球バレーと茶話会 

第 25回    7 月  6 日 みんなで歌おう ギター演奏によるカラオケと合唱 

第 26回    8 月  3 日 笑いヨガ 

第 27回    9 月  7 日 みんなでちょっと体操 

第 28回   10 月 5 日 思い出のメロディー 

第 29回   11 月 2 日 手品と頭の体操 

第 30回   12 月 7 日 卓球バレーと茶話会 

第 31回   1 月 11日  三味線でご一緒に 

第 32回    2 月  1 日  みんなで歌おうギター演奏でカラオケと合唱 

第 33回    3 月  7 日  リラックスヨガ(新型コロナウイルス対策で中止) 

【活動のきっかけ】 

西部地区は、年々高齢化率が上昇してお

り、一人暮らしのお年寄りも増えてきてい

ます。このような現状にあるため、地域の

皆さんが集える場所としてオレンジカフェ

つづみを開設しています。 

 

【つづみの思い】 

１．病気を意識せずに気楽に過ごせる。                           

２．自分の役割が持てる。                                 

３．自分と家族が社会と繋がる。 

みんなでちょっと体操 
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 【事例2】照
てら

子
こ

親
や

活動（子育て支援活動） 

家庭、地域、社会の状況、意識などが大きく変化している中で、子ども達の育つ場や機会の充実が求められています。

子育ての不安や悩みを軽減・解消するためのこれからの取組として、教育部会は、子育ての家庭に寄り添う環境づくり

として、『照
てら

子
こ

親
や

』活動を始動することとなりました。 

【活動のきっかけ】 

シャワー 

クライミング！ 

①の活動では、地域の方との交流で、楽しい時間を過ごせまし

た。 

②の活動では、両親も知らなかった宇宙の秘密がたくさんあっ

てビックリ！ 理科の勉強への楽しさにつながることを期待して

います。                                                                 

③の活動では、自然体験としてシャワークライミングでは誰一

人あきらめることなく、最後まで頑張って滝のぼりにチャレンジ

しました。 

今後も照子親活動を継続していきます。 

【活動の成果と今後の展開】 

①7月 31日⇒夏休み勉強会とスポーツ交流（文洋中学校） 

地域の方々との学習やスポーツ交流を行いました。 

 

②8 月 7日⇒1日バス研修(福岡県青少年科学館) 

壮大な宇宙の秘密について学びました。                                        

 

③8 月 26日・27 日⇒宿泊学習 深坂自然の森 

1 日バス研修で学んだ事を自然にふれあい体験しました。 

【活動内容】 

まちづくりのヒント✍ 

●活動内容や規模に応じて活動エリアを決めて実施することが重要です。 

●既存事業の活用や人材育成などが今後の課題となります。 




